
▶ 2020年2月7日（金）17:30 - 19:30

▶ 東京大学 伊藤国際学術研究センター 地下１階 ギャラリー１





いま政府は、文化経済戦略、リーディングミュージアム構想等を発表し、博物館の経済的価値に
注目しているが、それに対し、経済原理に回収されない博物館の文化的意義を根拠とする反論もみられる。し
かし、現状はこの両者の二項対立論が多く、矛盾もはらむ「博物館とは何か」という問いへの考察が深められ
ていない。本研究はこの問いに注目する。
博物館の原理については、近年「コレクション」や「公共性」などの観点からの考察が進められているが、

本研究では「空間」「集い」「経験」という概念に着目する。何らかの意図をもって間仕切られた空間に、人
やもの、情報が集い、経験が生まれる。これをコレクション以前の博物館の、さらには博物館を含む文化施設
の根幹にある原理と捉え、博物館という存在を構成する原理についての研究を進めている。これまで、野外博
物館論、限界芸術論、「驚異の部屋」の歴史、経験とは、空間とは何かといった、博物館の原理・歴史に関す
る文献を読んできたが、中間報告となる本セミナーではそこから見えてきた問いを示したい。
また、本研究は、北垣憲仁氏（都留文科大学教授・動物学）との対話の中で進めてきた。同氏は「都留

フィールドミュージアム」の運営に関わり、動物、地域、人を「みる」ことを重視し、博物館の根本原理につ
いて考察を深めている。本セミナーでは、北垣氏、および都留フィールドミュージアムに関わってきた方々も
参加し、対話の中で進めていきたい。

問合先：東京大学ヒューマニティーズセンター事務局
Tel: 03-5841-2654

E-mail: humanitiescenter.utokyo@gmail.com

URL: http://hmc.u-tokyo.ac.jp/ja/

入場無料|事前登録不要

https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/iirc/ja/access.html

フェッランテ・インペラートの陳列室（ナポリ、1599年） アカネズミの「エンカウンタースペース」（都留フィールドミュージアム）








